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熊谷先生は東北大学歯学部を定年退官された後、Ｔセル研究所を設立

し、難治性であるウシ乳房炎の防除法の開発に取り組んで来られまし

た。そして、グリチルリチンとラクトフェリンという抗炎症効果を持

つ製剤を発見しました。これらは、さらに、抗生物質との併用で、よ

り優れた乳房炎防除効果をもたらすことを見出しました。今回、熊谷

先生には、泌乳牛での研究成果を、人間でのそのような新たな歯周病

治療法の可能性が見出されるか否かのご意見を交えて、ご講演をいた

だきます。
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